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説明変数が多くイベントが少ないときの Modified Poisson Regression とロジス

ティック回帰の頑健性 
 
 医学・疫学研究において説明変数が多くイベントが少ないデータを得た場合、
ロジスティック回帰の性能が悪くなることが知られている。また、ロジスティッ
ク回帰は直接リスク⽐を求めることができず、オッズ⽐は直観的に捉えるのが
難しいことがあるため、⼆値アウトカムデータを得たときにリスク⽐を推定す
る回帰の⼿法が多く提案されており、Modified Poisson Regression はその⼀つ
である。そこで卒業研究として、Modified Poisson Regression によるリスク⽐の
推定と説明変数が多くイベントが少ないときの頑健性評価を、シミュレーショ
ン実験や実データ解析によって⾏い、ロジスティック回帰で得られた結果と⽐
較することを検討している。現在、シミュレーション実験に取り組んでいるが、
困難な点が多いので、現状を報告したいと考えている。 
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